
大
坂
に
向
か

つ
た
。
ナ
ナ
と
旭
荘
夫
妻
と
孝
之
助
、
姫
、
謙
吉

の
門
人
八
十

一
が
同
行

し
た
。
こ
の
時

の
船
旅

の
仔
細
は
旭
荘
が
淡
窓
・

久
兵
衛
に
あ
て
た
書
簡
に
詳
し
い
。

こ
れ
に
よ
れ
ば

一
行
を
乗
せ
た
船
は
、
下
関
を
発
し
て
、
門
司
の
田
野
浦
⊥

豊
後
竹

田
津
1

周
防

の
上
関
を
経

由

し
て

い
る
。

こ
こ
ま

で
で
四

日

の
行

程

で
あ

つ
た
。

こ
こ

で
国
東
半
島

の
豊
後
竹

田
津
に
寄
港
し
て
い
る
の
は
驚
き
だ
が
、
瀬
戸
内

の
潮
目
や
風

向
き

に
よ

る

の
で
あ

ろ
う
。

周
防

の
上
関

か
ら
は

二
昼
夜

か
け

て

一
気

に
大

坂

に
向

か

う
が
、
途
中
、
明
石
沖
を
通
る
と
き
暴
風
雨
に
あ

つ
て
い
る
。

旭
荘

は
、

そ

の
後

の
上
方

で
の
ナ
ナ

の
行

状
も
仔

細
書
簡

で
報
告

し

て

い
る
。

ナ
ナ

は
旭
荘
・

マ
ツ
夫
妻
と
旭
荘

の
門
人
矢
上
行
助
や
小
林
安
石
ら

の
献
身
的
な
世
話
を
受

け
な
が
ら
、
大
坂
周
辺
は
も
ち
ろ
ん
堺
・

京
都
に
足
を
運
ん
だ
。
そ
の
内
容
も
き
わ
め

て
興
味

深

い
も

の
で
あ

る
が

こ

こ
で
は
お
く
。

こ

の
時

の
ナ
ナ

の
大
坂
滞
在

は
実

に
三

ケ
月

に
及

ん
だ

。
そ

し
て
天

保
十
年

（

一
八

三
九
）

八
月

二
十
四

日
に
帰
郷

し
た
。

こ

の
と

き

の
こ
と
を
淡
窓

は

こ
う
記

し
て

い
る
。

八
月

二
十

四

日
。
妻

、
浪
華

ヨ
リ
帰

レ
リ
。

前

日
、

ソ
ノ
久

シ
キ
ヲ
経

テ
帰

ラ
サ

ル
ヲ

以
テ
、
人

二
托

シ
テ
笠

ヲ
設
ケ

シ

l「

遊
観

ス
ル
所

ア
リ

テ
、
久

シ
キ

ニ
及

ブ

ナ

リ
。
疾

病

厄
難

ア

ル

ニ
非

ス
ト

云

ヒ
シ
カ
。

果

シ
テ
然

り
。

予
、
久

兵
衛

、

伊

織

卜
共

二
山
田
原

二
至

ツ
テ
之

ヲ
迎

フ
。
其

ノ
他
、
親

戚
郷

人
往

ク
者

五
六
十

人

ニ（
及

ヘ
リ
。

彼

ノ
処

ニ
テ
行

厨

ヲ
開

ク
。
暮

二
近
ウ

シ
テ
、

妻

帰
り

来

レ
リ
。

近
藤

文
紀

、
伊

達

貫
什
、

皆
浪

華

ヨ
リ
其

邦

二
帰

ル

ニ
ヨ

ツ
テ
従

イ

キ
タ

レ
リ
。

家

二
帰

ツ
テ
延

ヲ
設
ク
。
饗

二
預

カ

ル
モ
ノ
三
十
余

人
ナ

リ
。

妻
浪

華

ニ
テ
謙
吉

力
家

二
留

マ
リ
、

堺

二
遊

ン
テ

ハ
小
林
安

石

ヲ
主

ト

シ
、
京

ニ
テ

ハ
矢
上

行
助

ヲ

主
ト

ス
。
娘
婦
、
幸
之
助
、
皆
安
健
ナ
ル
由
ナ
リ
。

予
想
を
超
え
る
長
期
の
旅
に
、
妻

の
安
否
を
心
配
し
た
淡
窓
は
人
に
托
し
て
「
笠
（
は

か
）
」
、

つ
ま
り
占

い
を

し
て
も

ら

つ
た
と

こ
ろ
、

要
す

る

に

「
遊
観

ス

ル
所

ア
リ

テ
、

久

シ
キ

ニ
及

フ
ナ
リ
。
疾

病

厄
難

ア
ル

ニ
非

ス
ト
」
と

い
う

答
え
を

得
た

と

い
う
。

こ
う
し
て
遥
か
大
坂
か
ら
帰

っ
て
来

る
妻

ナ
ナ

の

一
行
を
淡
窓
は
山
田
原
に
迎
え

た
の
で
あ

る
。
迎
え
に
出
た

の
は
淡
窓
、
久
兵
衛
、
伊
織

に
加
え
て
、
親
戚
・

郷
人

五
六
十

人
。

ナ
ナ

は
夕

刻

に
な

つ
て
無
事

着

い
た
が
、
歓

迎

の
面

々
は
そ

の
到
着

を
待

た
ず

し

て
行
厨

、

つ
ま
り
弁
当

を
開

い
て
い
る
。

一
同
は

こ
こ
か
ら
帰

宅

し
た
が
、
家

で
も
再
び

「
延
」
を
敷

い
て
宴
席
が
設
け
ら
れ
た
。

大

坂
か
ら

の
長

い
旅

の
終
わ

り
。
山

田
原

か
ら

は
豆

田

の
廣
瀬
家

ま

で
二
キ

ロ
余

り
、

あ
と
三
〇
分
も
歩
け
ば
家
に
着
く
所
で
あ
る
。
そ
う
い
う
場
所
で
あ
る
に
も
か
か
わ
ら

ず
、
何
故
、
こ
れ
ほ
ど

の
大
人
数
で
迎
え
に
出
向
く
の
か
。
淡
窓
は
こ
こ
に
は
そ
の
意

味

を
書

い
て

い
な

い
が
、

こ
れ

が

い
わ

ゆ
る

「
坂

迎
え

」
に
あ

た
る
も

の
で
あ

る

の
は

確

か
だ
ろ
う
。

坂
迎
え

（
さ
か
む
か
え
）
と
は
、
遠
方

へ
旅
し
た
者
が
帰
還
す
る
に
あ
た
り
、
そ

の

無
事
を
喜
び
、
村
境
ま

で
出
迎
え
て
共
同
飲
食
を
も

っ
て
祝
う
儀
礼
を
さ
す
。
坂
は
境
、

そ
し
て
酒
に
通
じ
る
言
葉
で
あ
る
。
古
来
、
村

々
に
は
村
境
と
意
識
さ
れ
て
い
る
場
所

が
あ

つ
た
。
そ
れ
は
必
ず
し
も
行
政
上
の
区
分
で
は
な
く
、

い
わ
ば
伝
統
的
な
生
活
空

間

の
中

で
位
置
づ

け
ら
れ

て

い
た
。

坂
迎
え

の
風
習
は
、
江
戸
時
代
で
は
特
に
伊
勢
講
な
ど
で
盛
ん
に
行
わ
れ
た
。
そ
こ

で
は

ハ
バ
キ

ヌ
ギ

と

か
ド
ゥ
ブ

ル
イ
と

よ
ば

れ

る
酒
宴

を
催

し
た
。
そ

こ
で
講
員

に
御

礼
を
分
配
し
土
産
話
に
花
を
咲
か
せ
る
の
で
あ
る
。
共
同
飲
食
は
体
力

の
回
復
と
い
う

こ
と
だ

け

で
な

く
、
非

日
常

の
生
活

か
ら

日
常

の
生

活

へ
戻

る
た
め

の

一
種

の
通
過
儀

礼
的
な
要
素
を
も

っ
て
い
た
。

坂
迎
え
は
、
遠
く
古
代
に
お
い
て
国
司
の
交
代

の
と
き
に
も
行
わ
れ
た
。
新
任
の
国

司
が
任
国

の
国
境
に
入
る
と
き
、
国
府
の
役
人
が
出
迎
え
て
も
て
な
し
た
儀
式
で
あ
る
。

古
代
の
坂
迎
え
に

つ
い
て
考
え
る
と
き
、
興
味
深
い
遺
跡
が
あ
る
。
大
肥
吉
竹
遺
跡

（
日
田
市
大
鶴

町
）
で
あ
る
。

こ
こ
で
は
奈
良
～
平
安
時
代

の
集
落
跡
か
ら
、
儀
式
な

ど
に
用

い
ら
れ
た
朱
墨
土
器
や
、
当
時

の
「
硯
」
で
あ
る
円
面
硯
の
破
片
な
ど
が
出
土

し
て
い
る
。
こ
の
遺
跡
は
大
肥
川
流
域

の
沖
積
地
の
最
奥
部
に
位
置
し
て
お
り
、
す
ぐ

近
く
に
あ
る
峠
を
越
え
れ
ば
、
北
は
宝
珠
山
、
小
石
原
を
越
え
て
田
川
郡
に
通
じ
る
道

で
あ
る
。
ま
た
こ
こ
か
ら
西
に
む
か
え

ば
福
岡
県

の
杷
木
に
出
る
。
し
て
み
れ
ば
、
大

事
府
か
ら
赴
任
す
る
新
任

の
国
司
を
迎
え
る
に
は
格
好
の
場
所
と
言
え
る
と

こ
ろ
で
あ

る
。

こ
の
遺

跡
を
単

な

る
律

令
時
代

の
官
街

の
ひ
と

つ
と
す

る

の
で
な
く
、

こ
う

し
た

境

界
儀
礼

の
と

の
か
か
わ

り

で
考

え
た

い
所
以

で
あ
る
。
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